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№ １ 防犯カメラの設置促進について 

  生活環境課、教育総務課  

 

№ ２ 民生委員・児童委員の確保について 

  社会福祉課 
 

№ ３ 舞鶴山斜面の景観対策・緑の保全とまちづくりについて 

  農林課、建設課  
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№ １ 
標 
題 防犯カメラの設置促進について 

  

所 管 課 等  生活環境課、教育総務課 
 

≪市民のこえ≫ 
子どもたちの見守りや防犯等の観点から、県道２２号（出羽桜酒造から八百忠ま

での間）に防犯カメラを設置していただけないでしょうか。 
当該路線は児童の通学路となっていますが、朝夕を中心に通行車両が多く、また

スピードが出やすい区間です。実際に、車同士の衝突事故や歩道への乗り上げ事故

が発生しています。 
また、近隣では不審者の発生情報が聞かれ、近年ではクマの問題もあります。 
昨年度から天童南部小が個人登校に移行したこともあり、あらゆる方法で子ども

たちを見守る重要性が高まっていると思います。犯罪等の抑止効果を高め、事故や

その他危険事案の発生時に早期対応・原因確認を行うために、防犯カメラの設置を

含めた安全対策が必要だと考えますがいかがでしょうか。 
 

 

＜回答及び対応状況＞ 
 本市では、犯罪の予防と公共の安全・秩序の維持を図るため、必要と認められる

場所に防犯カメラを設置しています。防犯カメラは、安全・安心な地域づくりには、

極めて重要なツールであり、犯罪抑止と犯罪発生後の対応に大変有効であると考え

ていますが、プライバシーへの配慮も必要であるため、防犯カメラの増設にあたっ

ては、警察署の意見を伺いながら計画的に進めています。なお、今年は、以前設置

した防犯カメラの更新時期にあたり、天童駅などを中心に４台の更新が予定されて

います。 
今後も警察署が必要と判断した箇所から優先的に設置の検討を進めていきます。

当該路線については、現時点では設置の予定はありませんが、今後の状況を注視し

てまいりますので、御理解をお願いします。 
なお、御提言の路線については、見通しが良くスピードが出やすいことから、運

転者に対して、減速や周囲に配慮した安全運転を促すため、警察署にパトロールの

強化をお願いしました。 
 

 

 

№ ２ 
標 
題 民生委員・児童委員の確保について 

  

所 管 課 等  社会福祉課 
 

≪市民のこえ≫ 
民生委員・児童委員の確保について、市として普及活動等の推進策を強力に実施

していただけないでしょうか。 
委員の委嘱について、市長からの候補者の選出依頼にもとづき、町内会長として

相応しい方々に声掛けを行ってきました。しかし、定年退職後も就労を続ける人が

増加したことや、地域の実情を把握している人が減少したこと等により人材の確保

が極めて困難な状況にあります。 
また、町内会長は、なり手不足などの理由から輪番制により短期間で交代する地

域もあり、町内会長という役職が委員を選出する立場として適切なのかということ
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についても疑問を感じています。 
これらのことについて市のお考えを伺います。 

 

 

＜回答及び対応状況＞ 
 民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、地域の身近な「相談役」、関

係機関への「つなぎ役」として活動していただいています。そのため、推薦にあた

っては、地域住民に一番身近な町内会等からの御協力をいただいているところであ

ります。 
御指摘のとおり、近年は定年延長など様々な理由により適任者が探しにくい、あ

るいは適任者であっても既に他の役職に就いているなど、なり手の確保が困難な状

況になっています。 
本市としましては、令和８年２月に開催された第３回山形県市長会総会において、

「民生委員・児童委員制度のあり方と財政支援について」と題し、委員確保の方策

の一つとして、現在の状況に見合う制度のあり方や委員報酬の有償化と処遇改善な

どの制度的な見直しを国及び関係機関へ要望する議案を提出しました。 
今後、民生委員・児童委員の活動状況などを周知し、幅広い世代への認知度向上

を図る広報活動を検討していきます。 
 

 

 

№ ３ 
標 
題 舞鶴山斜面の景観対策・緑の保全とまちづくりについて 

  

所 管 課 等  農林課、建設課 
 

≪市民のこえ≫ 
 舞鶴山のアカマツの枯れ木が山全体に広がっており、景観が著しく損なわれてい

ます。観光客をはじめとする舞鶴山を訪れる方々に対してイメージダウンになりか

ねないことから、抜本的な対策が必要ではないでしょうか。 
これまで薬剤散布や害虫の駆除を行っていますが、効果は限定的です。また、枯

損木は伐採処理等に経費がかかることに加え、倒木の恐れがあることから、散策路

周辺においては利用者の安全確保の妨げとなります。 
そこで、景観の回復のために枯れてしまった箇所へアカマツ以外の樹種（広葉樹）

を植樹し、樹木の転換を図ってはいかがでしょうか。広葉樹を混植することで病虫

害や風・雨・雪等の災害に強い森を育てることができ、美しい花や実を楽しむこと

もできます。 
舞鶴山は地域の人々に古くから愛され、先人から続く生活や精神的な拠り所とし

て深く関わり、結びついています。舞鶴山を未来に残すため、土地所有者・市民・

行政が三者協働で緑の保全に取り組む必要があると思いますので、御検討よろしく

お願いします。 
 

 

＜回答及び対応状況＞ 
舞鶴山は、約６５ヘクタールのうち約１７ヘクタールが公園として活用され、残

り約４８ヘクタールが山林です。そして、山林の約７割は民有地になっています。 
御提言のとおり、舞鶴山については薬剤散布等で害虫の駆除を継続して行ってい

ますが、効果が限定的であるため、枯損木が発生しています。今後は森林病害虫駆

除の観点からも枯損木の伐倒が必要と考えられますので、伐倒の実施に向けて検討
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を行っていきます。 
なお、舞鶴山の民有地については、土地所有者様に適切な管理をお願いしていま

す。樹木の転換についても、同様のものと考えていますので御理解をお願いします。 
また、市の管理する市道や園路などについては、引き続き現地を確認しながら、

通行の支障や危険が生じるおそれのある樹木について剪定や伐採などの安全対策を

行っていきます。 
 

 

 

№ ４ 
標 
題 県総合運動公園と市中心部を結ぶ交通アクセス整備について 

  

所 管 課 等  生活環境課、文化スポーツ課、建設課 
 

≪市民のこえ≫ 
天童市では、モンテディオ山形のホームゲームやラ・フランスマラソンなど、全

国から多くの方々が訪れる大規模なスポーツイベントが開催されています。これら

は天童市の魅力を広く発信する貴重な機会であり、交流人口の拡大や地域活性化に

大きく貢献しています。 
しかし、モンテディオ山形のホームゲーム開催時には、県総合運動公園周辺の道

路が大変混雑し、来場者だけでなく地域住民の生活にも影響を及ぼしています。ま

た、最寄り駅から徒歩で来場する観戦客が国道 13 号を横断する際には、危険を伴

う場面も見受けられ、歩行者の安全確保が大きな課題となっています。 
また、ラ・フランスマラソンは県総合運動公園を中心としたコース設定となって

いますが、田園地帯を走る区間が多く、参加者からは「市中心部の賑わいや街並み

を楽しみながら走りたい」との声も聞かれます。コースを中心市街地まで延伸する

ことができれば、沿道での応援や商店街への誘客が期待でき、地域経済の活性化に

もつながると考えます。 
天童市には温泉や果樹をはじめとする豊富な観光資源があります。これらの魅力

を最大限に活かし、来訪者の満足度向上と滞在時間の拡大を図るためには、交通ア

クセスの改善が不可欠です。そのため、ラ・フランスマラソンでも活用できるよう

な、市中心部と県総合運動公園を一体的に結ぶアクセス道路の整備や国道 13 号を

横断するための安全で利用しやすいバリアフリー対応の歩道橋の設置について、積

極的な検討をお願いします。 
モンテディオ山形やラ・フランスマラソンは、天童市の魅力を全国に発信する重

要な財産です。交通アクセスの改善と安全対策の充実は、市民の利便性向上だけで

なく、観光振興や交流人口の拡大にも大きく寄与するものと考えます。将来を見据

えた交通インフラ整備について、市としての構想や解決策をお聞かせください。 
 

 

＜回答及び対応状況＞ 

御提言いただきました市中心部と県総合運動公園を結ぶアクセス道路について

は、既存道路の活用を基本として考えています。また、交通アクセスの改善におい

ては、新スタジアムの北側と南側の道路について、国の交付金を活用した整備を計

画しています。駐車場不足の問題については、近隣の公共施設や民間施設から御協

力をいただきながらシャトルバスを活用し、解消に向け取り組んでいます。 

国道１３号への歩道橋の設置については、道路管理者である国が実施するものと

なっています。なお、国からは、「歩行者の利用状況など様々な検討が必要である」
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とお聞きしています。今後、モンテディオ山形新スタジアム開業に伴い、より多く

の利用者が見込まれることから、まずは国道１３号の横断の安全確保について、引

き続き国に要望していきます。 

次に将来を見据えた交通インフラ整備については、御指摘の通り、欠かすことの

できない重要な生活基盤となっています。本市では、市内外へのアクセス強化や市

民生活の利便性を高めるために、計画的に市内の幹線道路網の整備を進めていると

ともに、引き続き既存インフラの点検、修繕などの維持管理を行い、安全性の確保

に努めていきます。 
 

 

№ ５ 
標 
題 一日町地内の水害対策について 

  

所 管 課 等  危機管理室、建設課、上下水道課 
 

≪市民のこえ≫ 
一日町自主防災会では、住民の防災意識を高めるために、毎年防災訓練を実施し

ています。先日も市の職員を講師に招き、図上訓練を行いました。その際、一日町

四丁目の新興住宅地（多田木工跡地：南側）における水害について議論となりまし

た。 
当該地域に居住する住民によると、過去６年間に線路沿いの西側のエリアで３度

の冠水があり、地上から４０cm 程度まで水が上がったこともあるそうです。その

際床上浸水は免れたものの、敷地が浸水し、下水道関連の蓋が流出する被害があり

ました。 
これは、この地域の南西部に水が溜まりやすい地形になっており、かつ、それを

排水する能力が不足していることが原因であると思われます。 
また、当該地域は線路や跨線橋、商業施設の塀でまわりをふさがれており、災害

時の避難通路が東側の一か所しかありません。現在子育て世代を中心に８６世帯が

暮らしており、防災上のリスクが極めて高いと思います。これらのことについて改

善をお願いします。 
 

 

＜回答及び対応状況＞ 

一日町四丁目の新興住宅地は、令和元年６月に民間開発の住宅整備が完了した地

区であります。この地区の雨水処理は、道路は浸透側溝、宅内は敷地内浸透となっ

ています。近年の局地的な豪雨等により市の雨水排水計画以上の降雨が発生した場

合は、当該地区のみならず、市内において部分的に浸水するリスクがあります。 

令和２年７月２８日の降雨の際には、当該地区を含め市内複数個所で浸水が確認

されており、市でも当該地区の雨水処理のため、現場で対応を行いました。その後、

現地調査を実施し、令和２年９月に流末の排水管を管径１５ｃｍから３０ｃｍに更

新し、排水能力の向上を図りました。 

改善後、現場の状況を当該地区にお住まいの方から聞き取りをさせていただき、

機能改善後、浸水発生が一度あったと伺っています。 

今後、浸水被害の軽減に向けて、降雨時の状況を確認し、排水機能改善に向けた

対応を検討していきますので、今後もみなさまからの情報提供をお願いします。 

また、地区内からの避難については、新たな避難経路を設置することは現時点で

難しい状況です。安全で迅速な避難に向けては、防災訓練等で日頃から確認するこ
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とが重要ですので、訓練等を実施する際には市危機管理室が行う「地域いきいき講

座」等を御活用ください。 
 

 

 

№ ６ 
標 
題 天童市における桜の標本木について 

  

所 管 課 等  商工観光課、建設課 
 

≪市民のこえ≫ 
春になると各地の桜開花宣言がニュース等で取り上げられます。これは、各地の

標本木における開花状況をもとに報道されるものと思いますが、天童市には桜の標

本木はあるのでしょうか。もし、市に標本木が無ければ、標本木を定めてはいかが

でしょうか。 
各地の気象台などが定める正式な標本木のほかに、自治体によっては独自に「標

本木」を設定しているところもあるようです。市内には舞鶴山や倉津川沿いのしだ

れ桜などの名所が多く、桜まつりを行っていることからも桜にまつわる市のＰＲは

重要だと思います。標本木を定めることで、メディアで取り上げられる機会が増え、

市民や観光客が市の HP 等で開花状況を把握することにも役立つと思いますがいか

がでしょうか。 
 

 

＜回答及び対応状況＞ 

標本木とは、気象庁が桜や梅の開花した日などの植物季節観測を行うために、観

測する対象の木として定めているものであり、本市にはありませんが、本市では桜

の開花状況について、観光名所ごとに基準となる木を３箇所設定しています。 

１本目は、倉津川沿いにあり、市民文化会館南側の倉津川に架かる歩橋の上流に

位置するしだれ桜です。２本目は、愛宕沼下駐車場の入口にあるソメイヨシノ、３

本目は、舞鶴山山頂の人間将棋盤西側に位置するソメイヨシノです。桜の時期にな

ると、市の職員がこれらの基準木の開花状況を継続的に確認しています。 

また、これらの基準木の開花状況を山形新聞や県内テレビ局各社、ＪＲ東日本の

季節情報提供サービス等に情報提供することで、天童市の桜の見頃情報を発信して

います。 

今後も市の基準木の開花状況を積極的にＰＲするとともに、天童市の桜の魅力を

広く発信し、市民の皆様の誇りとなる桜の名所づくりと、地域経済の活性化に努め

ていきます。 
 

 


